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平成23年11月21日に， 日本工業規格 「排水 ・用水
用オゾン処理装置一仕様項目及びオゾン濃度測定方法J









適用範囲は， 排水． 下水，し尿処理，工業用水 ・上水な
どとしオゾンを用いた処理を行う装置（オゾン処理装置）













































































管理点 ① ② ③ ④ ⑤ 
濃度測定対象の名称 発生オゾン 溶存オゾン 排オゾン 排気オゾン 環境オゾン。 。
設置・切替時 。 。 濃度目安を目的とする場合に 。
濃度測定方法 は検知器の使用可。 ． ． 
運用時 少なくとも1か所以上で濃度を制御することとし 。 。
測定箇所および測定方法は当事者間で決定。化学分析または濃度百1・.0：当事者；・JlJで測定の有無および方法を決定，・ 当事者Imで測定｝jj去を決定
設i官・切許I.¥' 処Jil装i置の設撹・移設・史新・オー バー ホー ル｜はなど，オゾン処Jil装置の伴JI-.をともなうIi.¥'
運Jfjl,¥' 通常ill[転・維1.＼＇符~1Rli~＇ーなどオゾン処月！装世が稼働している Ill















































1本オゾン協会は. 1994 年にオゾン濃度 iJ!IJ む）jjJ<i•
を発「ljしているが， JISB 9946のilJI',!:'. 1994 '.j：以降の
研究成主~.現主i：，支）日1 的に↑1主 JIJ ：されている ill~ ！支 illiJ 主if. ））￥」；な
どの現；伏をJ
された O
JIS B 9946 では．オゾン ill~ ！立 illリ定（化チ：分析. ill~ ！主，；n
のための校IJ-:j)¥'( i¥f ＇.としてょうぶ il:',j定法をJj＼，，、ることとし
ており，それに介わせてオゾン波山ilJJi.:' ) j法 改，＼J:Jiも
作成されている。化乍分析については．分析J弘行丁ー）Ii（［に
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測定区分 方法 測定対象 1994年版 改訂版
よー素法 ｜ょう素；商定法 気／液 。 。
つ ｜吸光光度法 気 。
化学分析




ACVK吸光光度j去 ；夜 0 （付録） 0 （参考）












キc<.:r1:1えは j ISl 99~6 でjjlijj(. およびc!.',:rn；：に，u・｜世きjLた)ji}；、
＊ょう』’－；ii.iιiL、は。 19・1 '1·n.1 と己主.： rn;:-cは 1J,j 千千治行’•＇.なる
;JO~Ui~ ’J’会 l『L journal of Japan Socil'ty on Water Environment 
ii•'[j拠し． 1} Ji!：会~＋11 オゾンをょう化カリウム i~干減 1J1 に i作W!o
し．チオT疏川俊によるが！？ζをわう )jjl;としている0 先.I&し
たように， HH午l!i1¥J 1 J1 のオゾンの分角l(o を iは小 l;Ht こ ~rp える
とのLI的から，改訂版で、は．この)jiJ；は選定されなかっ
たりただし液相r1にiJ[I]定に影響を与えるJt作物質があ

















































て， SBI-I(Staehelin. Bi.ihler. Hoigne）モデル li、l山，お
Vol. ：；~（；＼） No. 7 (2012) 
SBHモデル TFGモデル







































































いては 10-:iM l・sI以下から拡散律速（lOioM l・5I）に
近い値まで幅広い範囲で示される一方， HOラジカルに
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